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とくぢ苑で百寿を迎えられた方々



(

)

20 歳でヘルパーになり家事支援の全く

できなかった私に、利用者の方々は孫を

見るような優しい眼差しで、生活の知恵

をあれこれ教えて下さった。あれから四

半世紀が過ぎ、私もようやくヘルパーら

しく動けるようになった。

そして今もあの時と変わらず優しい眼

差しに囲まれ、教えて頂いた家事のコツ

を実践しながら、毎日楽しく仕事ができ

ている…これまでの沢山の出逢いに感

謝・感謝！

ヘルパー日記

バスガイドならぬナスガイドがご案内 

歌唱ショーに出演した 

ジュディオングならぬフジイトング

最高齢者

（98 歳）

令和元年から始まった「とくぢ苑フェスタ」は、新型コ

ロナウイルス感染症の発生状況を踏まえ、来場者の皆さ

ま、入居者の皆さま、イベントに関わるすべての皆さまの

健康と安全を第一に考慮し、中止とさせていただくことに

なりました。 

来年こそは開催できるよう新型コロナウイルス感染症の

終息を祈ります。 



託児の子供と一緒に (まなご)

今日は栗ご飯にしましょうか (まなご)

浴衣を着て夏祭りを開催しました (かじかの里)

壁絵作り ・コスモスと赤とんぼ(とくぢ苑デイサービス)

敬老会のプレゼントを持って記念撮影 (まなご)

そうめん流し (かじかの里)

移動式リフトで入居者の方も介護職員も安

心、安全に移乗できます (とくぢ苑ユニット)

八坂小の皆さんへ敬老会のお礼の手紙を書きました(かじかの里)



誤嚥（ごえん）とは、食べ物や唾液を飲み込むときに、食道ではなく気道（気
管）に入ってしまうことです。
この誤嚥によって、肺炎（誤嚥性肺炎）を引き起こす場合がありますので注意
が必要です。
気道に入った物を出そうと「咳」や「むせ」が起こりますが、老化などによって、
飲み込む機能や咳をする力が弱くなると、口腔内の細菌、食べかす、逆流した
胃液などが誤って気道に入りやすくなり、その結果、誤嚥性肺炎を発症してし
まう可能性があります。

〈編集後記〉
敬老の日を迎え思い起こしたのが「四十、五十は洟
垂れ(はなたれ)小僧 六十、七十は働き盛り 九十に
なって迎えが来たら 百まで待てと追い返せ」今話題
の渋沢栄一の言葉である。本来の意味合いとは違う
が、定年制の撤廃等、時代が追いついて来た。大き
な夢は持てなくても夢と実動――そうありたい。
洟垂れ小僧もこれからが「旬」。

編集委員

入 江 里 美

小田 重将

加藤 綾

中山 邦恵

東 圭一

平尾 泰文

藤本亜希子

内田 政子

山田 純子

山本 弘子

米田 美樹

(50音順)

現在、新型コロナウイルス感

染予防の為、ボランティアの

皆さまには、ご来苑を自粛い

ただいております。

ご協力ありがとうございます。

・ 顔、首、口のマッサージ

・肩、首のストレッチ
・ 早口言葉

・パタカラ体操

・ 口の体操

口を大げさに動かす
・ 歌を歌う

・深く座り前かがみで顎はひく

・踵をしっかり床に付ける

・テーブルの高さは肘が90度曲

がる程度

・頭の後ろにクッションや枕を

置く

・ベッドの背は45～60度傾斜を

つける ※介助で食べられる方

は30度傾斜をつける

●食事での誤嚥を予防するには
●食事時の姿勢のポイント

●自宅でできる嚥下リハビリ

①食事時の姿勢に気をつける

②よく噛んでゆっくり食べる

③適度なとろみをつける

④食後は座ったままの姿勢でゆっくりする

⑤日頃から嚥下(えんげ)リハビリをする

●むせたらどうしたらいい?

食事中にむせてしまった場合は、食事を一時中断し、前かがみの姿勢

を取り、せきをしていただくよう促します。

気管に入ってしまった食べ物などを、外へ出すことが大切です。

むやみに強く背中をたたいたり、むせた瞬間にお水を飲むよう促すの

はよくありません。かえって誤嚥の危険性を高めてしまいますので、

注意しましょう。

●口腔ケアは必要です

誤嚥性肺炎予防のために口腔内を清潔に保つように心がけましょう。

口の中の細菌を減らすことで、誤嚥性肺炎のリスクを低減することが

できます。

※LIFULL介護より引用

※安心介護より引用


